
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,050 諸収入 0 

計 4,050 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 4,050 0 

総務管理費

目 交通対策費

補正前額 0 

要求額 4,050 

総務部長段階査定額 4,050 

一般会計 【問い合わせ】交通政策課　0857-20-3257 

【１０次総の施策体系】4202 

【事業の経過及び背景】 
　路線バス利用者が年々減少し、交通事業者は運転手の確保に非常に苦慮されている状況
にある中、今後、バス路線の廃止・縮小が急速に進むことが懸念される。一方、高齢者を
中心に公共交通に対するニーズも急激に高まっていることから、本市公共交通の将来ビ
ジョンを明確にしながら、市・交通事業者・市民が一丸となって本市公共交通を維持・確
保していく必要性が生じている。 

【事業の内容】 
　市民の公共交通に対するニーズを把握するため、また、将来ビジョンを描くための基本
データの収集を目的に、次の調査を行う。
　　○地域住民の移動実態、意識・意向調査
　　　　対象者：17中学校区毎に、人口割合で無作為に抽出した3,000人
　　○既存公共交通利用者の 移動実態、意識・意向調査
　　　　対象者：路線バス利用者1,100人

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

都００１ 項　　目　　名 地方バス路線維持対策事業費

予算書項目 地方バス路線維持対策費 ページ 27 所　　属　　名

都市整備部 
交通政策課年度 H30

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００２ 項　　目　　名 道路管理費

予算書項目 道路管理費 ページ 53 所　　属　　名

都市整備部 
道路課年度 H30

一般会計 '【問合せ先】管理係、維持第一係、維持第二係 0857-20-3261、3262、3263

【１０次総の施策体系】4201

【事業の経過及び背景】
　管理すべき市道延長の増加、道路施設の増加、老朽化により一定規模の管理費・維持補
修費が必要である。

【事業の目的及び効果】
　道路及び道路施設等の維持作業、損傷箇所の修繕を行い、市道を適切に管理する。

【事業の内容】　　　　　 
　市道丸山浜坂１号線における歩道部の擁壁が水路側に傾いている状況を確認。
　事故を防止するため、早急な応急処置及び復旧を行う。

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 15,984 0 

道路橋梁費

目 道路維持費

補正前額 267,942 

要求額 17,130 

総務部長段階査定額 15,984 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 15,984 諸収入 0 

計 15,984 その他 0 

行財政改革課処理欄

-26-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００３ 項　　目　　名 除雪費

予算書項目 除雪関係費 ページ 53 所　　属　　名

都市整備部 
道路課年度 H30

一般会計 【問合せ先】管理係 0857-20-3261

【１０次総の施策体系】4201

【事業の経過及び背景】
　市民生活への影響を最小限とするため、速やかな除雪を行うことにより除雪路線の円滑
な交通確保を行う。

【事業の目的及び効果】
　幹線、バス路線などの除雪路線の除雪を行い円滑な交通を確保する。
　
【事業の内容】
　・除雪車両駐車場整備費（大桷地内：鳥取西道路高架橋下利用）　　　　　　 
　・除雪対応時間外勤務手当

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 7,572 0 

道路橋梁費

目 道路維持費

補正前額 217,933 

要求額 7,572 

総務部長段階査定額 7,572 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 7,572 諸収入 0 

計 7,572 その他 0 

行財政改革課処理欄
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